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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水受部を有する手洗器本体と、前記水受部に給水を行う蛇口を具備し、前記水受部の後
壁部で前記手洗器本体の後面が構成され、前記水受部の後壁部の後面に後方及び上下に開
口する凹溝部が形成され、前記蛇口は、前記凹溝部に嵌め込まれた状態で前記手洗器本体
に取り付けられ、前記凹溝部の上部には、前記凹溝部に嵌め込まれた前記蛇口が掛止され
る掛止部が形成され、前記凹溝部の下部には、前記凹溝部に嵌め込まれた前記蛇口がねじ
止めされるねじ止め部が形成されていることを特徴とする手洗器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、蛇口を備えた手洗器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１に開示されている手洗器は、上面部中央に水受け部が形成された手洗器本体
と、水受け部に給水を行う蛇口を具備しており、蛇口は水受け部の後壁部から前方に突出
した部分の上面に設けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
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【特許文献１】特開２００２－２１２９９５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、一般的な水受け部の周壁部は手洗器本体の外面を構成するものではなく、手
洗器本体の外周壁部から内側に離れた位置に形成される。このため、特許文献１のように
水受け部の後壁部から前方に突出した部分の上面に蛇口を設けると、蛇口が前寄りに配置
される。従って、前記蛇口から吐出された水や手に跳ね返った水等がこぼれないように水
受け部で受けるには、水受け部を前方に大きくする必要があり、手洗器本体の大型化の要
因になる。また、この場合、例えば手洗器を後方の壁に沿って設けた場合等に前方への突
出量が大きくなって邪魔になることが懸念される。
【０００５】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであって、小型の手洗器を提供することを課題
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために本発明の手洗器は、水受部を有する手洗器本体と、前記水受
部に給水を行う蛇口を具備し、前記水受部の後壁部で前記手洗器本体の後面が構成され、
前記水受部の後壁部の後面に後方及び上下に開口する凹溝部が形成され、前記蛇口が前記
凹溝部に嵌め込まれた状態で前記手洗器本体に取り付けられ、前記凹溝部の上部には、前
記凹溝部に嵌め込まれた前記蛇口が掛止される掛止部が形成され、前記凹溝部の下部には
、前記凹溝部に嵌め込まれた前記蛇口がねじ止めされるねじ止め部が形成されていること
を特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明にあっては、手洗器本体のサイズを小さくすることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本実施形態の手洗器の斜視図である。
【図２】手洗器を具備する便器装置の斜視図である。
【図３】手洗器の後側からの斜視図である。
【図４】図３の要部拡大図である。
【図５】手洗器本体の掛止部を示す斜視図である。
【図６】手洗器の分解斜視図である。
【図７】図４のＡ－Ａ断面図である。
【図８】サイドカバーを取り外した便器ユニットの斜視図である。
【図９】手洗器ユニットを便器ユニットに取り付ける前の様子を示した斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明を添付図面に基づいて説明する。本実施形態の手洗器１は、図２のように
手洗器ユニット２の一部を構成し、手洗器ユニット２は便器ユニット３とで便器装置４を
構成する。なお、以下の説明では、便器装置４の便器本体７に着座した利用者から見て前
側を前方、後側を後方として説明する。
【００１１】
　便器装置４はトイレ室の床５に設置され、図示しない後方の壁に沿って配置される。図
８に示すように、便器ユニット３は、床５に設置される金属製の便器用フレーム６と、便
器用フレーム６に取り付けられる合成樹脂製の便器本体７を備えている。
【００１２】
　便器用フレーム６には、給水装置８を有する装置ユニット９が取り付けられる。給水装
置８は給水源である水道管に接続され、水道管から供給された水を便器本体７が有するボ
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ウル部１０内に吐出してボウル部１０の内面を洗浄する。すなわち、本実施形態の便器装
置４は、ボウル部１０内に供給する水を溜めるためのタンクを有していないタンクレス式
の便器装置４である。
【００１３】
　便器ユニット３の外郭を構成する便器本体７は、便器用フレーム６及び装置ユニット９
を覆う。ボウル部１０の下部には電気駆動式の排水トラップ１１が接続され、ボウル部１
０内の水は適宜排水トラップ１１を介して排出される。
【００１４】
　図９に示すように便器本体７の後端部には上方に開口する開口部１２が形成されている
。便器用フレーム６の左右両側には、開口部１２を介して上方に突出する連結フレーム材
１３が設けられている。
【００１５】
　図８に示すように、給水装置８には、水道管から供給された水を手洗器ユニット２の蛇
口１５に供給する給水管１６が接続され、排水トラップ１１には、手洗器ユニット２の排
水口部１７から排出された水を排水トラップ１１に導く排水管１８が接続される。これら
給水管１６及び排水管１８も開口部１２を介して便器本体７の外部に引き出される。
【００１６】
　排水トラップ１１の下流側端部は床５に設けられた排出管（不図示）に接続され、便器
用フレーム６はボルト１９を用いて床５に固定される。
【００１７】
　手洗器ユニット２は、図９に示す金属製の手洗器用フレーム２０、手洗器１、及び手洗
器用フレーム２０の後側を覆う後カバー２１を備えている。手洗器用フレーム２０は、左
右の縦フレーム材２３と、両縦フレーム材２３を連結する複数の横フレーム材２４を有し
ている。また、図２に示すように、手洗器ユニット２は、手洗器用フレーム２０の前側を
覆う前カバー２２を備えている。
【００１８】
　図１に示す手洗器１は、水受部２５を有する合成樹脂製の手洗器本体２６と、水受部２
５に手洗い用の水を供給する蛇口１５とで構成されており、手洗器本体２６は両縦フレー
ム材２３の上端部に取り付けられる。
【００１９】
　手洗器本体２６は平面視で左右に長い略矩形状に形成されている。手洗器本体２６が有
する水受部２５は、平面視において手洗器本体２６の略全体に亘って形成されており、上
方に開口する略矩形容器状に形成されている。水受部２５の周壁部及び底部２７は中実の
薄板状に形成されており、底部２７には下方に突出する筒状の排水口部１７が形成されて
いる。
【００２０】
　水受部２５の周壁部のうち、前壁部２８、後壁部２９、及び一方の側壁部３０は、手洗
器本体２６の最も外側に位置している。前壁部２８、後壁部２９、及び側壁部３０の夫々
の下端部は底部２７よりも下方に突出しており、これら前壁部２８、後壁部２９、及び側
壁部３０によって、手洗器本体２６の前面、後面、及び一方の側面の夫々が構成されてい
る。
【００２１】
　水受部２５の他方の側壁部３１の上縁には、外側方に向かって突出する上板部３２が形
成されている。上板部３２の外側縁には側板部３３（図３参照）が下方に向かって突出し
ており、側板部３３は前壁部２８及び後壁部２９に連続している。この側板部３３によっ
て、手洗器本体２６の他方の側面が構成されている。なお、上板部３２には給水装置８を
制御して蛇口１５からの吐水の有無を切り換えるための操作部３５が設けられている。
【００２２】
　図６のように、水受部２５の後壁部２９の後面には、上下方向に直線状に延びる角溝で
ある凹溝部３６が形成されており、凹溝部３６は後方及び上下に開口している。凹溝部３
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６は、後壁部２９の一部を前方に突出した矩形溝状の突曲部３７と、突曲部３７の両側の
後端部から後方にわずかに突出した突出部３８を有している。
【００２３】
　蛇口１５は、吐水体３９と、吐水体３９の下端後部に接続された被取付体４０とで構成
されている。吐水体３９は上方程前方に位置するように湾曲した角筒状に形成されており
、その先端部には下方に開口する吐水口４１（図１参照）が設けられている。
【００２４】
　被取付体４０は吐水体３９の下端から下方に突出している。被取付体４０の後面部は左
右幅が凹溝部３６の溝幅（両突出部３８間の距離）と同一の寸法となった被嵌込部４３に
より構成されている。被嵌込部４３の後面は吐水体３９の後面と面一になっている。
【００２５】
　図３に示すように、被嵌込部４３は凹溝部３６の両突出部３８の間に嵌め込まれ、これ
により蛇口１５の左右方向の移動が規制される。このように嵌め込まれた被嵌込部４３の
後面は両突出部３８の後端面と面一となる。
【００２６】
　図７に示すように、吐水体３９の下端部には、手洗器本体２６に掛止される被掛止部４
５が形成されている。被掛止部４５は手洗器本体２６の下端面の周縁部から下方に突出す
る水平断面矩形状のリブ４６で構成されている。
【００２７】
　一方、図５に示すように、凹溝部３６の上端部には、突曲部３７の両側面部の夫々の後
端部から互いに近づく方向に延び出た延出部４７が形成されている。凹溝部３６の突曲部
３７の上端面の内縁部と前記両延出部４７によって構成される上開口の縁部には、上方に
突出する突条４８が形成されている。突条４８は前記凹溝部３６の上開口の縁部の全長に
亘り、水平断面略Ｃ字状に形成され、この突条４８によって掛止部４９が構成されている
。
【００２８】
　図４や図７に示すように、被掛止部４５を構成するリブ４６は、掛止部４９を構成する
突条４８の外側に嵌め込まれ、これにより前後方向及び左右方向の移動が規制された状態
で手洗器本体２６に掛止される。なお、リブ４６の下端面は、凹溝部３６の上端面におい
て突条４８よりも外側の部分に当接する又は近傍に配置される。
【００２９】
　図６のように、被嵌込部４３の下部両側には、前方に突出する被取付部５０が形成され
ており、各被取付部５０には下方に開口する雌ねじ孔（不図示）が形成されている。これ
に対して、凹溝部３６の下部にはねじ止め部５１が形成されている。ねじ止め部５１は、
突曲部３７の奥面部（前面部）から後方に向かって突出する取付片部５２で構成され、凹
溝部３６の左右両側に設けられている。各取付片部５２には貫通孔（不図示）が形成され
ている。
【００３０】
　蛇口１５を手洗器本体２６に取り付けるには、前述のように被嵌込部４３を凹溝部３６
に嵌め込むと共に被掛止部４５を掛止部４９に掛止した状態で、各被取付部５０を対応す
る取付片部５２上に配置する。そして、ねじ５３を下方から前記貫通孔を通して前記雌ね
じ孔に螺合することで、各被取付部５０は対応するねじ止め部５１に取り付けられる。
【００３１】
　手洗器本体２６に取り付けられた蛇口１５は、吐水体３９の前面が突曲部３７の前面と
面一となり、また、吐水体３９の両側面の夫々が突曲部３７の対応する側面と面一となり
、前側から見たとき、突曲部３７が蛇口１５の一部を構成するような外観となる。
【００３２】
　図９のように手洗器本体２６の下端部には各縦フレーム材２３の上端部が取り付けられ
、各縦フレーム材２３の下部は対応する連結フレーム材１３にボルト５５を用いて連結さ
れる。
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【００３３】
　図３に示すように、蛇口１５の被取付体４０の下端部には、手洗器本体２６よりも下方
に突出する接続口部５６が形成されており、この接続口部５６には、前記一端が給水装置
８に接続された給水管１６（図８参照）の他端が接続される。これによって、給水装置８
から蛇口１５に水を供給できるようになる。このように蛇口１５に供給された水は、被取
付体４０及び吐水体３９の夫々の内部に形成された流路（不図示）を経て吐水口４１から
下方の水受部２５に向けて吐出される。
【００３４】
　図１に示すように手洗器本体２６の水受部２５の底部に設けられた排水口部１７には、
前記一端が排水トラップ１１に接続された排水管１８（図８参照）の他端が接続される。
これによって、水受部２５の排水口部１７から排出された水が排水管１８及び排水トラッ
プ１１を経て排出管から排出される。
【００３５】
　図２に示す前カバー２２は、手洗器本体２６、後カバー２１、及び便器ユニット３の便
器本体７の夫々に係合することで、着脱自在に取り付けられる。前カバー２２は、手洗器
本体２６と便器本体７の間に存在する、給水管１６、排水管１８、手洗器用フレーム２０
、及び各連結フレーム材１３を覆う。
【００３６】
　便器ユニット３に取り付けられた手洗器ユニット２は、手洗器本体２６、後カバー２１
、及び前カバー２２で構成された外郭が便器ユニット３の外郭を構成する便器本体７と連
続して一体的な外観となる。また、便器ユニット３の上面部には、回動自在な便座５７及
び便蓋５８を有する便座ユニット５９が取り付けられる。
【００３７】
　以上説明した本実施形態の手洗器１は、水受部２５の後壁部２９で手洗器本体２６の後
面が構成され、後壁部２９の後面に後方及び上下に開口する凹溝部３６が形成され、蛇口
１５が凹溝部３６に嵌め込まれた状態で手洗器本体２６に取り付けられる。このため、蛇
口１５を手洗器本体２６の後面を構成する後壁部２９を有した水受部２５の後端部に配置
することができ、これにより水受部２５を前方に大きくすることなく蛇口１５から吐出さ
れた水や手に跳ね返った水等がこぼれないように水受部２５で受けることができる。従っ
て、手洗器１を小型にできる。また、特に手洗器１を本実施形態のように狭いトイレ室の
壁に沿って設置する場合には、手洗器１の壁からの突出量を抑えて手洗器１が邪魔になり
難くなる。また、蛇口１５は凹溝部３６に嵌め込んで手洗器本体２６に固定することがで
き、取付強度が増す。
【００３８】
　また、凹溝部３６の上部には凹溝部３６に嵌め込まれた蛇口１５が掛止される掛止部４
９が形成され、凹溝部３６の下部には凹溝部３６に嵌め込まれた蛇口１５がねじ止めされ
るねじ止め部５１が形成されている。このため、蛇口１５を掛止部４９に掛止した状態で
簡単にねじ止め部５１にねじ止めできる。また、凹溝部３６に嵌め込まれた蛇口１５は、
凹溝部３６の上部に掛止されると共に凹溝部３６の下部にねじ止めされるので、手洗器本
体２６に強固に固定することができる。
【００３９】
　なお、本発明は上記実施形態に限定されるものではなく、発明の主旨を逸脱しなければ
、各種の設計変更を行っても構わない。
【符号の説明】
【００４０】
　１　手洗器
　１５　蛇口
　２５　水受部
　２６　手洗器本体
　２９　後壁部
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　３６　凹溝部
　４９　掛止部
　５１　ねじ止め部

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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